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本小冊子は、超学際研究 (transdisciplinary research)、ならびに参加型アクションリサーチ (participatory action 
research) に関心をもつ研究者、特に哲学・倫理学の研究者を、主な読者として想定しています。超学際研究と
は、基本的に研究者によって構成される学際研究 (interdisciplinary research) と異なり、職業的な研究者のみなら
ず行政、企業、非営利団体、そして広く市民とともになされる研究実践活動を指す言葉です (Baumgärtner et al., 
2008; Frodeman et al.,2017;  他 )。超学際研究は、多くの矛盾する知見、価値観が併存する「厄介な問題」(wicked 
problem: Rittel & Webber, 1973)に対処するための方法の一つとして位置づけられています(Brown et al., 2010他)。
超学際研究の方法論については、2000 年代以降、すでに数多くの優れた事例研究と分析がまとめられ、刊行さ
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ドシステムへの「移行 / 転換」（transition: Geels&Schot, 2007; Grin&Schot, 2010）のためには、現場での様々な取り組み
を断片的なままに終わらせず、そのプロセスを発信し、共有し、相乗効果を生み出す必要が指摘されています（ピサビア , 
2017 他）。






像された理想の光景も含みます（Winson 2004; Johnston et al. 2009）。
スーパーマーケット、ファストフード店、食料専門店、コンビニエンスストア、イートイン、家庭の食卓、農場や庭園、教室、
YouTube や Instagram、30 年後の食卓の想像図などをおさめた写真や映像、イラストなど、複数の具体的なフードスケー
プから、より良いフードシステムについての意見交換を始めることは、参加者にさまざまなサイズの関係性への想像を促し、
参加者の個人的な経験や好みを、社会的・政治的・歴史的な事柄の学習に結び付ける助けとなることが指摘されています
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9 月 15 日 ( 日 )：「食を見る」
 9:30 - 10:00 受付
10:00 - 13:00
〈講堂〉
10:00 - 10:30 〈趣旨説明〉フードスケープとは何か　太田和彦・FEAST/ 地球研
10:30 - 11:00
Sustainability Transition から見た FPC
Steven McGreevy・FEAST/ 地球研
※グラレコによる記録あり
11:00 - 11:30 京都ファーマーズマーケットについて私が知っていること参加者有志　※フィッシュボウル形式
































9 月 16 日 ( 祝 )：「食から見る」
10:00 - 13:00
〈講堂〉










































かぜのね 懇親会（食事代 2000 円＋ドリンク別途、京都市街）
9 月 17 日 ( 火 )：「何が見えたのか？」
10:00 - 13:00
〈講堂〉





11:30 - 11:45 〈小休憩〉
11:45 - 12:00






















































































































































































































































































































































































2　Lacey, H. (2004). Is science value free?: Values and scientific understanding. Psychology Press.
Risjord, M. (2014). Philosophy of social science: A contemporary introduction. Routledge.
30
３．インタビュー



































































































































































































































［太田］　2019 年 9 月の応哲サマースクール（以下、サマスク）にご参加いただき、ありがとうございました。
鶴田さんは現在、東京大学で科学史・科学哲学の修士課程に在籍されていて、また東京・下北沢の「ダーウィン





























































































































































































































































































































































































3-1. 講義､ 意見交換､ 昼ご飯や懇親会などのなかで、｢厄介な問題｣ を実感するような瞬間があり
ましたか？　あったとしたら、それはどんなことでしたか？









術的な関心（培養肉や 3D フードプリンタなどの先端技術 (3)、日本酒のグローカリゼーション (2)）、社会的な




















2-1. 講義後、まずお 1 人でフードスケープを描いてみること通じて、考察が進んだこと、得られた新鮮な経験
はありましたか？
講義内容を絵にまとめることで学習内容や感想の整理に役立ったとする感想 (8) の他、自分が描くフードスケー



















めにやっています」という枠組みを提示することで ” 無理やり感 ” を緩和することが期待される。ただし、②に
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